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三重県町村会では、政務活動の一環として、今後の町政に対する調査研究を目的とし、

農林水産省三重県人会との勉強会を全国町村会館において開催した。 

まず、坂消費・安全局長からは「クビアカツヤカミキリの対策について」と題し、分布の拡

大状況をはじめ、自治体の取組事例並びに国の対策などを詳細に講演いただいた。 

また、休憩を挟んで有山技術開発調査官からは「里山広葉樹の利活用・再生に向けた

取組について」と題し先行事例を交え、里山広葉樹林の再生が生み出す新たな価値など

を講演いただいた。 

さらに、施策紹介として、林野庁林政部林政課の樋口課長補佐からは「地域における

森の国・木の街の確立に向けて」、続いて独立行政法人水資源機構利根導水総合管理

所の大津所長からは、「武蔵水路沿線 桜復元プロジェクトについて」と題し、国の取組に

ついて紹介いただいた。 

出席者からは熱心に質問が出され、有意義な勉強会となった。 

 

（消費・安全局 坂局長） 


